
中期財政収支の見通し（令和６年度～１０年度）

１ 試算の対象と基本的な考え方

令和５年９月

○ 令和６年度から令和１０年度までの一般会計の財政収支の見通しを試算したものです。

○ 令和５年度予算をベースに、「第６次福島市総合計画まちづくり基本ビジョン」に基づく施策の展開を想定しています。※１

２ 試算の前提と方法

（１）前 提 ① 人口動態 ： 福島市人口ビジョン（2020年度改訂版）の将来人口推計に基づいています。

② 行財政制度 ： 現行制度に立脚しました。

③ マクロの経済財政状況 ： 内閣府「中長期の経済財政に関する試算」（R5.7.25）のうち「ベースラインケー

ス」における経済成長率等を参考にしました。※２

（２）方 法 ① 歳入

② 歳出

※１ この試算は将来の予算編成を拘束するものではなく、ここに計上された計数は今後の政策展開や行財政改革、国の地方財政計画等の動向により変動します。

※２ 内閣府の試算（ベースラインケース）では、令和６年度以降の全要素生産性上昇率を0.5%程度で推移する等の想定に基づき、経済成長率は本試算期間中の平均で実質0.8%程度・名目1.3%程度、
消費者物価上昇率は同じく1.1%程度で推移すると見込んでいます。

義務的経費 人件費 • 定年年齢の段階的引き上げを組み込んだうえで、今後の退職者・新規採用職員、再任用職員及び会

計年度任用職員の見込みから試算。

• 内閣府試算の賃金上昇率に基づいたベースアップを想定して試算。

扶助費 • 近年の伸び率や将来人口推計から試算。

公債費 • 借入利率は、直近の実績利率をベースに、今後の緩やかな金利上昇を見込んで試算。

投 資 的 経 費 • 福島駅前交流・集客拠点施設整備事業をはじめとする大規模事業のほか、学校施設等の長寿命化・

更新に必要な経費の見込を算入。

そ の 他 の 経 費 • 内閣府試算に基づき物価上昇を見込んで試算。

市 税 等 • 近年の決算動向、内閣府試算における賃金上昇率、名目ＧＤＰ成長率、将来人口推計等を基に試算。

地 方 交 付 税 • 普通交付税は、市税等の歳入や公債費等の歳出の見込と連動して試算。

• 震災復興特別交付税は、第２期復興・創生期間の終了する令和７年度まで継続するものと想定。

国 ・ 県 支 出 金 • 扶助費、投資的経費等の関連する歳出に連動して試算。

市 債 • 臨時財政対策債は普通交付税と合わせて試算。

• その他の市債は充当先となる投資的経費に連動して試算。
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３ 試算結果の概要

（１）主な歳入歳出の見通し

○ 福島駅前交流・集客拠点施設整備をはじめとする大型事業の本格化などにより投資的経費の額が高水準で推移し、その財源

に市債を活用することから、令和９年度まで市債残高の増加が続き、公債費も増加します。

○ 各年度に30～59億円の財源不足が見込まれ、財政調整基金と減債基金で補う必要がありますが、令和９年度には両基金の残

高がなくなり、歳出に見合う歳入を確保できないという大変厳しい見通しです。

○ 市債の発行にあたっては地方交付税措置のある有利な起債の活用に努めているところですが、それでもなお実質公債費比率

は令和１０年度には6.5%まで上昇し、公債費が財政運営を圧迫することが予測されます。

市 税 等 • 経済成長や物価・賃金上昇から微増傾向となるものの、扶助費等の需要額も伸びることから、地方交付税

で賄う割合が増えると見込んでいます。

国 ・ 県 支 出 金 • 福島駅東口地区市街地再開発などの進捗により年度ごとの大きな増減を見込んでいます。

基 金 等 繰 入 金 • （仮称）市民センター整備に関連して令和６年度に庁舎整備基金を32億円取り崩し、そのうち24億円は減

債基金に積み立てる想定をしています。

• 復興基金、公共施設建設基金、環境基金などの特定目的基金の積極的な活用が必要になります。

市 債 • 福島駅前交流・集客拠点施設整備などの投資的経費の財源とするため増加します。ピークとなる令和７年

度は、令和５年度当初予算（90億円）の約2倍の186億円を見込んでいます。

義務的経費 人件費 • 令和５年度以降にベースアップが想定されること、また、定年の段階的引き上げを進めていることから、

退職手当で数億円の増減を伴いながら、全体として増加を見込んでいます。

扶助費 • 障がい者自立支援や児童発達支援などの増から、毎年2%程度の増加が続くと見込んでいます。

公債費 • 市債の増加を反映して増加が続きます。令和１０年度は令和５年度と比べて21億円（21%）増の119億円に

なると見込んでいます。

投 資 的 経 費 • 福島駅前交流・集客拠点施設、（仮称）市民センター、消防本部・福島消防署、新学校給食センター、あ

ぶくまクリーンセンター等の大型の施設整備・再編が予定されていることから高い水準で推移します。

• 学校施設や市営住宅、橋りょう等の既存施設・インフラの長寿命化・更新に、平準化を図りながら、継続

的に取り組むことを見込んでいます。

① 歳入

② 歳出
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⚫ 市債残高から臨時財政対策債の残高を差し引いた「実質的な市債残高」は、令和９年度末がピークで、令和４年度末の

523億円余から75%増の918億円余に増加する見込みです。

⚫ 債務の重さをフロー・ベースで測る実質公債費比率は、令和４年度の2.3%から令和１０年度は6.5%に増加する見込みで

す。市が財政運営の目標としている6.0%以内を超え、公債費による財政運営への圧迫が強まる見通しです。

（３）実質的な市債残高と実質公債費比率

４ 今後の施策の推進と持続可能な財政運営に向けて

○ 試算の結果、令和９年度以降の財源不足を補うことができない見通しとなりました。また、福島駅東口地区市街地再開発に

おける工事費高騰の影響※３や、市立図書館の再整備など事業内容・時期・規模が定まっていない事業は、今回の試算に組み

込めていないため、今後の財政運営は試算以上に厳しい状況に直面する可能性があります。

○ このため、財産売払収入や繰越金を基金に積み立てて財源不足に充てていくほか、事業の取捨選択・重点化やICTなどの技術

を活用した業務改革・効率化を徹底するとともに、国・県補助金や有利な市債の活用、受益者負担の適正化など財源確保を

工夫していく必要があります。

○ あわせて、中長期的な視点に立って、産業振興や子育て・教育環境の充実など人や投資を呼び込むまちづくりを市民ととも

に推進することで、安定した税源を育成し、持続可能な財政運営に努める必要があります。

⚫ 各年度の財源不足を補うために財政調整基金と減債基金から30～59億円の取り崩しが必要になる見込みです。

⚫ 令和９年度には両基金の残高がなくなり、財源不足を補えない見通しです。

（２）主な基金残高

※３ 福島駅東口地区市街地再開発については建設工事費の増額が見込まれ再開発組合とともに再調整をしていますが、全体像がまとまっていないため、現時点で認可を受けている計画（再開発全
体で492億円）をベースに試算しています。また、再開発ビルの床を取得する福島駅前交流・集客拠点施設整備についても同様です（全体事業費190億円）。事業期間については、建設工事が
令和８年度までかかり、令和９年度にオープンする想定をしています。



【参考】用語の解説

区分 用語 説明

歳入項目 市税 地方税法に基づき市が賦課・徴収する税。市民税（個人・法人）、固定資産税（土地・家屋・償却資
産）、軽自動車税、市たばこ税、入湯税、都市計画税からなり、市の収入の根幹をなしています。

地方消費税交付金 県が収入した地方消費税の1/2を、人口や従業者数を基に県内の市町村に配分する交付金。
なお、地方消費税は消費税と併せて国により賦課・徴収されていて、税率は、消費税及び地方消費税が
10%の場合で2.2%です。

地方交付税 地方公共団体間の財源の不均衡を調整し、どの地域に住む国民にも一定の行政サービスを提供できるよ
う財源を保障するため、国が徴収した所得税、法人税、酒税、消費税の一定割合と地方法人税の全額を
一定の合理的な基準によって地方自治体に再配分されるもの。国が地方に代わって徴収していますが、
本来は地方固有の財源で、その使途は地方自治体の自主的な判断に任されています。

国・県支出金 市が実施する特定の事務事業に対して、国や県がそれぞれの見地から公益性があると認め、その事業の
実施のために交付されるもの。

基金等繰入金 市の基金や特別会計から一般会計に移し入れるもの。

市債 市が資金調達のために金融機関等から借り入れるもの。
なお、返済が年度をまたがない一時的な借入金は含まれません。

歳出項目 義務的経費 市の歳出のうち、その支出が義務付けられている経費で、下記の人件費、扶助費、公債費がこれにあた
ります。任意に削減できないため、義務的経費の割合が高まると財政の弾力性がなくなり、社会経済や
住民ニーズの変化に柔軟に対応することが難しくなります。

・人件費 市の職員、議員、各種委員等に対し、勤労の対価、報酬として支払われる経費。退職手当や社会保険料
等の共済費も含まれます。

・扶助費 社会保障制度の一環として被扶助者に対してその生活を維持するために支出される経費。

・公債費 市が借り入れた市債の元利償還金と一時借入金利子の合算額。

投資的経費 施設・インフラの整備・復旧など、ストックとして将来残るものに支出される経費。

その他の項目 財政調整基金 年度間の財源の不均衡を調整するための基金。財源に余裕のある年度に積み立てておき、経済変動によ
る税収減、災害による予期せぬ支出、緊急に実施が必要な大規模建設事業などで財源が不足する場合に
取り崩します。

減債基金 市債の償還を計画的に行うための基金。

臨時財政対策債 地方一般財源の不足に対処するため、地方交付税の代替として借り入れることができる市債。
その元利償還金相当額は後年度に地方交付税措置されることになっています。


